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Sports　information

　新春を祝い国内で最も歴史がある「村上市元旦マラソン大会」が行われ
ました。
　今回で65回目を数える大会には全国から1,311人ものエントリーがあり、
城下町村上を舞台に、それぞれが種目別に健脚を競い合いました。
　レースは午前９時50分のペアマラソンを皮切りにスタート。タイムを狙
う人や親子で参加した人、コスチュームに身をつつみレースを楽しむ人な
ど、参加者の思いもさまざま。
　天候にも恵まれ、初日を浴び、家族ら沿道の声援を受けながらゴールを
目指しました。
●問い合わせ　村上市元旦マラソン大会実行委員会
　　　　　　　（村上体育館内）☎52−6311

65回目の号砲！村上市元旦マラソン大会

動画あり
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☆市内在住者の大会結果（小学生は10位以内、中学生以上は８位以内を掲載）
種目名 順位 氏名 住所

２㎞男子 小学生低学年 ９ 伊
い

與
よ

部
べ

　暖
はる

生
き 山辺里

２㎞女子 小学生低学年

５ 井
い

口
ぐち

　幹
かん

奈
な 山居町一丁目

７ 小
お

田
だ

　琴
こと

美
み 山辺里

８ 鈴
すず

木
き

　菜
な

々
な

子
こ あけぼの

９ 増
ます

子
こ

　凜
り

音
お 山居町二丁目

３㎞男子 中学生
１ 井

いの

上
うえ

　陽
ひ

向
なた 羽黒町

６ 増
ます

子
こ

　竜
たつ

輝
き 板屋越

８ 井
いの

上
うえ

　千
ち

聖
さと 羽黒町

３㎞女子 中学生 ８ 近
こん

藤
どう

　葉
よう

香
か 浜新保

３㎞女子 高校生以上 ２ 丸
まる

山
やま

　美
み

幸
さき 瀬波温泉二丁目

３㎞男子 30 ～ 49歳 ７ 森
もり

　周
しゅうさく

作 梨木

３㎞男子 小学生高学年
１ 鈴

すず

木
き

　晴
はる

太
た 高根

７ 松
まつ

田
だ

　虎
こ

宇
う

太
た 田端町

３㎞女子 小学生高学年

６ 田
た

口
ぐち

　珀
はく 飯野三丁目

７ 星
ほし

　優
ゆ

月
づき 田端町

８ 増
ます

子
こ

　夢
の

叶
あ 緑町二丁目

９ 小
こ

林
ばやし

　佑
う

綾
あ 海老江

５㎞男子 中学生
５ 松

まつ

田
だ

　颯
はや

斗
と 山辺里

６ 冨
と

樫
がし

　唯
ゆう

真
ま 杉原

５㎞男子 高校生～ 29歳
２ 本

ほん

間
ま

　寿
とし

也
や 下新保

３ 中
なか

山
やま

　純
じゅんせい

静 大須戸

５㎞男子 30 ～ 39歳
１ 平

ひら

山
やま

　洋
よう

亮
すけ 高御堂

２ 相
そう

馬
ま

　平
たいら 高根

５㎞男子 40 ～ 49歳 ８ 髙
たか

橋
はし

　洋
ひろ

樹
き 飯野西

５㎞男子 50 ～ 59歳

３ 鈴
すず

木
き

　勇
ゆう

一
いち 石原

４ 小
お

熊
ぐま

　英
ひで

則
のり 羽ケ榎

５ 宇
う

鉄
てつ

　広
ひろ

一
いち 北大平

８ 髙
たか

野
の

　賢
けん

二
じ 小岩内

５㎞男子 60歳以上
１ 齋

さい

藤
とう

　正
まさ

幸
ゆき 藤沢

４ 佐
さ

藤
とう

　敬
けい

一
いち 藤沢

８ 小
こ

林
ばやし

　富
ふ

二
じ

夫
お 大欠

５㎞女子 高校生～ 39歳

２ 薄
うす

田
だ

　陽
ひ

凪
な 田端町

５ 加
か

藤
とう

　香
か

織
おり 庄内町

６ 石
いし

田
だ

　いくみ 二之町
８ 近

こん

　彩
あや

乃
の 山田

５㎞女子 40歳以上
１ 遠

とお

山
やま

　さゆり 金屋
８ 佐

さ

藤
とう

　美
み

保
ほ 桃川

10㎞男子 高校生～ 29歳
３ 相

そう

馬
ま

　一
いっ

生
せい 早稲田

４ 須
す

貝
がい

　仁
じん 二之町

５ 鈴
すず

木
き

　滉
こう

介
すけ 平林

10㎞男子 30 ～ 39歳 ８ 佐
さ

藤
とう

　一
かず

貴
き 関口

10㎞男子 40 ～ 49歳 ６ 佐
さ

久
く

間
ま

　隆
りゅう

司
じ 藤沢

10㎞男子 60歳以上 ７ 長
は

谷
せ

川
がわ

　伸
しん

次
じ 二之町

10㎞女子 高校生～ 39歳 １ 大
おお

島
しま

　香
か

純
すみ 大津

10㎞女子 40歳以上 ４ 山
やま

脇
わき

　牧
まき

子
こ 松原町四丁目

※村上市元旦マラソンの始まり
　�（故）高橋喜代次氏（山辺里）がブラジルの「サン
シルベストレレース」にならい、昭和31年元旦午前
０時の除夜の鐘を合図に、親子４人で羽黒神社まで
の往復８キロメートルを走ったのが始まりです。

次のステージは
「笹川流れマラソン」へ
参加者、ボランティアを
募集しています。

大会サイトは
こちらへ


